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る拡張現象が生じている．具体的には，埋め尽く
す対象としての列車から，列車内のスペースを埋
め尽くす手段（例：ポスター，中吊り広告）（例
文 22 〜 23）へとメトニミー的拡張が生じている．

まとめと展望

　本節は，認知類型論という学問分野がどのよう
な特徴を持った学問分野であるかを概観した．具
体的には，初期の言語類型論者，そしてサピアが
有していた言語構造と思考の相互関係に関する洞
察的な考察に源泉を持ちつつ，方法論的に整備さ
れた現代の言語類型論と融合的に結びつけて興味
深い文法・語彙現象の通言語的分析を可能にして
いることを具体的なケーススタディを通じて見た．
今後，認知類型論的な文法・語彙現象の研究が類
型論的な特徴を異にするさらに多くの言語で行な
われることが期待される．
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図 2　二つの「名詞＋ジャック」構文の相互関係（Hamlitsch and Horie 2017: 139）
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る拡張現象が生じている．具体的には，埋め尽く
す対象としての列車から，列車内のスペースを埋
め尽くす手段（例：ポスター，中吊り広告）（例
文 22 〜 23）へとメトニミー的拡張が生じている．

まとめと展望

　本節は，認知類型論という学問分野がどのよう
な特徴を持った学問分野であるかを概観した．具
体的には，初期の言語類型論者，そしてサピアが
有していた言語構造と思考の相互関係に関する洞
察的な考察に源泉を持ちつつ，方法論的に整備さ
れた現代の言語類型論と融合的に結びつけて興味
深い文法・語彙現象の通言語的分析を可能にして
いることを具体的なケーススタディを通じて見た．
今後，認知類型論的な文法・語彙現象の研究が類
型論的な特徴を異にするさらに多くの言語で行な
われることが期待される．

▶重要な文献
堀江薫，パルデシ，2009 『言語のタイポロジー─認知類型

論のアプローチ─』研究社
認知類型論の唯一の体系的な概説書である．言語類型論
から認知類型論への歴史的展開を概観し，複文，被従属
化構文（言いさし），受動構文，文法化，語彙類型論など
通言語データに基づく豊富なケーススタディを通じて認
知類型論という学問分野の可能性を示す．

Croft, W. 2001 Radical Construction Grammar, Oxford 
Univ. Press, Oxford. ［山梨正明・渋谷良方（訳）2018

『ラディカル構文文法─類型論的視点から見た統語理

論─』研究社．］
認知言語学と言語類型論の両分野に精通し，認知言語学
と言語類型論分野の融合的研究を推進してきた著者によ
る，類型論的なデータに基づいた構文文法理論の概説書．

「認知類型論」的な研究の進むべき一つの方向を示唆して
いる．

Deutscher, G. 2011 Through the Language Glass. Why the 
World Looks Different in Other Languages, Met-
ropolitan Books, New York.［椋 田 直 子（訳）2012

『言語が違えば，世界も違って見えるわけ』インターシ
フト．］

言語と文化，思考・知覚の関係に関する古代から現代ま
での言語学的な考察，学説を自在に縦覧する認知類型論
分野への入門書といえる良書．

Sapir, E. （1921） Language, Harcourt Brace Jovanovich, 
New York.［安藤貞雄（訳）1998『言語─ことばの研
究序説』岩波書店．］

認知類型論の始祖とも言うべきサピアの言語，文化，思
考・知覚に関する洞察に満ちた古典的名著．

▶文　献
Booij, G. 2010 Construction Morphology, Oxford Univ. 

Press, Oxford.
Comrie, B. 1989 Linguistic Typology and Language 

Universals2, （19811）, Univ. of Chicago Press, Chicago.
［松本克己・山本秀樹（訳）1992『言語普遍性と言語
類型論』ひつじ書房．］

Croft, W. 1991 Syntactic Categories and Grammatical 
Re la t ions . In The Cogni t ive Organiza t ion o f 
Information, Univ. of Chicago Press, Chicago.

Croft, W. 2001 Radical Construction Grammar, Oxford 
Univ. Press, Oxford.［山梨正明・渋谷良方（訳）2018

『ラディカル構文文法─類型論的視点から見た統語理
論─』研究社．］

図 2　二つの「名詞＋ジャック」構文の相互関係（Hamlitsch and Horie 2017: 139）
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　自然言語の情報伝達では，言語表現は不十分な
情報しか伝えないことが多く，聞き手は多くの情
報を補うことで意図された解釈にたどり着く．言
語表現は完成された解釈を表現するにはほど遠く，
単に解釈のきっかけを与えるだけである．解釈は，
先行文脈，既存の知識，発話状況で得られる情報
をうまく使って，その場で作り出される．解釈プ
ロセスは，言語表現が伝える意味の受容ではなく，
そこからの意味の構築である．メンタル・スペー
ス理論（mental spaces theory）は，言語表現が
与える貧弱な意味が語用論的操作によって充実し
た理解へと変貌する過程をできるだけ単純で，明
示的なやり方で説明しようとする意味論である．
この理論の特徴は説明の一般性，談話研究の重視
であるが，顕著な技術的特徴としては，メンタ
ル・スペースと呼ばれる局所的認知領域への情報
の分配と，マッピングと呼ばれる領域間の相互作
用の使用がある．言語表現の意味はメンタル・ス
ペースに書き込まれ，先行談話，既存の知識（フ
レームや理想認知モデルなど），発話状況で得られ
る視覚・聴覚情報など，様々な情報との相互作用
により，メンタル・スペースに外部からの情報が
流れ込み，完成された意味が作られていく．

1.　メンタル・スペース理論の登場

　言語学は，元来，言語を通して人間の心を研究
するという目標を持っていた．しかし，経験科学
として確立するために，意図的に研究対象を狭く
設定し，この目標を封印してきた．20 世紀前半の
言語学は音韻論主導であり，1950 年代の生成文法
登場以後は統語論主導であった．極端な言い方で
は，音韻論は 20 から 50 程度の音素の組合せ理論
であり，統語論も動詞，名詞，形容詞など少数の
統語カテゴリとそれらカテゴリに属す語彙の組合
せ理論にすぎない．こうした組合せは，完璧を目
指さなければ，少数の規則で記述できたため，言

語は閉じられた自律的なシステムと仮定され，言
語学はこのシステムの内的構造を研究すればよか
った．
　1960 年代半ば意味研究が本格化すると，意外に
も，統語論で成功を収めた内的構造の分析という
研究方法が意味研究には役に立たないことが明ら
かになる注 1．意味の領域は，閉じられたシステム
ではなかったのである．1965 年からの 15 年間は，
様々な研究方法が試みられ，一見，混沌とした状
況が続く．しかし，これは，言語観の革新という
知の組み替えに，是非とも必要な試行錯誤の期間
であった．言語学は哲学，認知心理学，人工知
能，コンピュータ科学などから多くのことを学び
つつ，新しい言語観とそれに相応しい研究方法を
探し続ける．こうして，当時，ようやく形をなし
つつあった認知科学の成立に積極的に関わり，認
知プロセスとしての言語という言語観とそれに相
応しい研究方法を確立していく．
　1980 年頃から具体的成果が現れ始める．レイコ
フとジョンソン（Lakoff and Johnson 1980）はメ
タファーの詳細な分析により，メタファーが，既
存の知識を使って，新しい経験領域を迅速かつ低
コストで理解可能にする認知方略であることを明
らかにする．これは，言語の研究が人間の思考に
ついて多くを教えてくれることを明らかにした記
念 碑 的 研 究 で あ っ た． 同 じ 頃， フ ォ コ ニ エ

（Fauconnier 1979，1985）は，言語と認知を仲介
するインターフェイスとしてメンタル・スペース
という概念を提唱し，ダイナミックな意味構築の
理論の研究を開始した．

2.　メンタル・スペース理論

　メンタル・スペースとは，談話処理が作り出す
部分的・局所的情報領域で，我々は話したり，聞
いたり，考えたりする際にメンタル・スペースを
作る．言語表現の意味はメンタル・スペースへの

メンタル・スペース理論
2 .10

坂原　茂
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▶各パートには，参考文献に加え
　文献解題を付した。


